




























































審査終了日: 平成21年 1月 6日
{論文審査結果要旨]
1月 16日
苦言F
ミクロアルブミン尿は腎障害の指標として臨床的に利用されるが、糖尿病や早期糖尿
病性腎症および高血圧症患者のみではなく、一般住民でも認められ、欧米では心血管病
を発症するリスクになり得るとされている。園内においても日本人一般住民における疫
学調査がなされ、ミクロアノレブ〉ミン尿発現の独立した危険因子として年齢、高血圧、糖
尿病、脂質代謝異常等が明らかとなってきた。しかし、栄養素を中心とした生活習慣と
の関連について検討した報告はほとんどない。
著者は、食事摂取状況等の食生活習慣や身体活動状況等のライフスタイルがミクロア
ノレブ?ミン尿の誘因になっているものと仮定し、糖尿病のない住民を対象にミクロアルブ
ミン尿発現に関わる栄養素を中心とした生活習慣との関連について検討を行った。その
結果、本論文では以下の事項が初めて明らかにされた。尚、本研究は平成 16年、 17年
度 W21世紀 COEプログラム地域特性を生かした分子疫学研究』で実施された山形県高
島町における生活習慣調査および基本健診データを使用した。
①男性におけるミクロアルブミン尿に関連する因子は年齢、血清総蛋白、 i収縮期血圧で
あり、生活習慣関連因子との関連はない。
②女性においては、年齢、血清総蛋白、収縮期血圧に加え、栄養素としてカリウム摂取
量が正の相関性を、クリプトキサシチン摂取量が負の相関性を示す。
以上、本研究には重要な新知見が含まれており、こられの結論を導き出す過程につい
ても熟慮され、結果に対する十分な考察もなされていた。本研究で得られた成巣は、ミ
クロアルブミン尿スクリーニングの意義に新たな知見を与えるものである。本審査委員
会では、全員一致して、博士(医学)論文にふさわしいものと判断し、合格とした。
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